
　自殺対策推進計画評価指標別事業状況（令和２年度）

令和２年度　実施状況

会議・事業名 担当課 指標 評価指標 状況等詳細

要保護児童対策地域協議会
子ど も家 庭支 援セ ン
ター

実施
・実務者会議を３回（令和2年7月7日、令和2年10月30日、令和3年2月9日（書面開催））、代表者会議を２回（令和2年7月14日、令和3年2月
16日（書面開催））実施し、連携強化を図った。

地域包括支援センター運営協議
会

未実施 ・10月30日に実施したが、議題の中で自殺対策についての議題や話題提供はなかった。

高齢者虐待防止ネットワーク会
議

未実施 ・書面開催で会議を実施したが、自殺対策に関する議題はなかった。

障害者虐待防止ネットワーク会
議

障がい者支援課 実施
・障がい者虐待防止ネットワーク会議を令和３年３月１日に開催し、あきる野市自殺対策推進計画（概要版）及び「心のストレスはありま
せんか」のチラシを配布し、情報提供した。

町内会・自治会活動の支援事業 地域防災課 実施 ・令和３年３月10日、書面開催会議において、ゲートキーパー活動への協力依頼及び相談窓口の情報提供を行った。

民生児童委員協議会 実施
・令和２年５月に委員に対し自殺対策推進計画書概要版を配布した。また、令和２年９月期協議会にて「ストレスチェック・相談窓口チラ
シ」を配布し、地域における活動等で活用を依頼した。

保護司活動 未実施 ・集団活動が実施されなかったため、自殺対策の情報提供や協力依頼をすることができなかった。

健康づくり推進協議会 健康課 実施 ・令和３年３月27日、書面開催会議において、自殺対策推進事業について報告し、委員から取組に関する意見を聴取した。

１　地域におけるネットワークの強化
〇庁内の各部署が開催している会議体などにおいて、自殺対策のネットワークの必要性や相談先について情報提供し、ネットワークの基盤整備を進め
た会議･活動数

評価指標

高齢者支援課

福祉総務課

実
施
（
会
議
・
活
動
数
）
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〇市民や関係団体の活動を通じて自殺を防ぐサポーターの育成数実施状況

令和２年度実施状況

事業・業務名 担当課 指標
育成数
（人）

状況等詳細

健康づくり市民推進委員会事業 122
・新型コロナウイルス感染症の拡大により予定していたゲートキーパー研修の開催を見送ることとした。
・令和３年２月22日にゲートキーパー協力依頼のチラシを送付した。（総枚数122枚）

地域イキイキ元気づくり事業 0
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止により事業を中止している。しかし、コロナの自粛生活による
こころの不調と向き合いストレスを解消するワンポイントを記載した通信を作成し、参加者宅を訪問して配
布した。

介護予防リーダー育成事業 0 ・自殺予防について、講座内で触れていない。

認知症サポーターステップアップ
講座

11 ・認知症の方を介護する家族のメンタルヘルスについて講座内で伝えている。

２　自殺を防ぐサポーターとなる人材の育成

評価指標

健康課

実
施
（
育
成
数
）

高齢者支援課
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事業・業務名 担当課 現状 指標 指標選択

市長公室 変化無し

健康課 増加

事業・業務名 担当課 現状 指標 指標選択

くらしの便利帳の発行 市長公室 実施

子育て支援ガイドブッ
ク

実施

子育て応援サイト
るのキッズ及び

実施

子育て応援アプリ
るのキッズ

実施

高齢者生きがい活動支
援通所事業

実施

東京都シルバーパス交
付の支援事業

未実施

介護教室 未実施

小宮ふれあい交流事業 実施

高齢者クラブ等補助事
業

未実施

認知症カフェ運営補助
事業

未実施

労働行政事務
（就労支援）

実施

労働行政事務
（労働環境の改善）

実施

関連する図書館資料の
展示及びリーフレット
配布

図書館 実施

中央公民館事業
生涯学習推
進課

実施

３　市民への周知啓発 〇各事業で自殺防止に関する情報の掲載及びリーフレット（自殺対策推進計画概要版や相談先紹介リーフレットなど）を設置･配布した箇所数

評価指標 令和２年度実施状況

状況等詳細

・担当課からの掲載希望に応じて、情報発信に努めた。

・コロナ禍における自殺の増加が懸念されることから、「ストレスチェックと相談窓口チラシ」を作成し、町内会・自治会や関係団体、
庁内係部署の協力を得て、広く市民に配布を行った。（配布部数：24,000枚）
・9月の自殺予防週間に合わせ、市広報にストレスチェックと相談窓口紹介に関すること及び国・都の自殺対策の取組について掲載すると
ともに、市ホームページにおいて、「こころの健康づくり～あなたのこころは元気ですか？～」を掲載した。・令和３年１月、新成人に
「ストレスチェックと相談窓口チラシ」を配布した。（配布枚数：830枚）
・令和３年３月、自殺対策強化月間の周知と共に、ゲートキーパーの周知「一人ひとりが　いのちを守る門番(ゲートキーパー）に」を広
報に掲載した。

状況等詳細

・担当課からの掲載希望に応じて、情報発信に努めた。
・発行部数　37,700部

・妊娠届出時、出生届出時、転入届出時（子育て世帯）などに窓口で配布した。
・発行部数　5,000部（2年分）

・妊娠、出産、子育てに関する情報や子育てなどに関する相談窓口の情報を発信した。
・サイトへのアクセス件数(令和2年4月から令和3年3月まで）　（119,313件）

・妊娠、出産、子育てに関する情報や子育てなどに関する相談窓口の情報を発信した。
・アプリダウンロードユーザー数（令和3年3月末までの累計人数）　(1,163人）

・市内の高齢者在宅サービスセンター（3か所）に、リーフレットを配布した。
・実施箇所　3カ所

・新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、各高齢者が郵送で交付申請する方法に変更となり、リーフレットを配布していない。

・介護教室は４回実施したが、リーフレットを配布していない。

・9月に参加者14人対し、リーフレットを配布した。　
・実施箇所数　1カ所

・リーフレットを配布していない。

・リーフレットを配布していない。

・市の窓口へパンフレット等を設置し周知を図ることにより、市民への情報提供を行っている。
・実施箇所数　1カ所

・商工会へパンフレット等の配布及び市の窓口へパンフレット等を設置し周知を図ることにより、市民への情報提供及び啓発を行ってい
る。
・実施箇所数　2カ所

・実施箇所数　4カ所（中央図書館、東部図書館エル、五日市図書館、中央図書館増戸分室）
・関連する図書館資料の展示については東部図書館エルにて実施した

・コロナ禍が子どもたちの心とからだに与える影響や子ども・若者・高齢者と幅広い層における貧困問題の現状や背景を内容とした市民
企画講座２講座の実施や自殺予防に関するチラシを公民館施設に配架し、啓発を行った。
・言葉がけで変わる子どもとの毎日など、乳幼児の保護者向けの講座等の実施や自殺予防に関するチラシを公民館施設に配架し、啓発を
行った。

広報事業
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企画政策課 増加 増加

事業・業務名 現状 指標 指標選択

教育相談事業 実施 継続 継続

子ども家庭支援セン
ター事業

実施 継続 継続

４　一人ひとりが安心して生きることへの支援

〇就労に関する事項で、「ワーク・ライフ・バランス＝仕
事と生活の調和」の認知度
※市民アンケート　問「ワーク・ライフ・バランスという
言葉をご存知ですか」

令和２年度実施状況

31.00%
・令和2年11月20日から12月18日までを回答期間とし、市民アンケートを実施した。
・現状（平成30年）26.7％を現状（令和２年）31.0％に変更する。

〇児童・生徒及び子育てに関する事項で、悩んだとき・
困った時に相談できる環境づくりに関するもの

令和２年度実施状況

担当課 状況等詳細

指導室
・教育相談所の相談業務　　　来室相談1,529件　電話相談368件（延べ人数）
・臨床心理士による巡回相談　　市内公立学校全16校、希望する市内幼稚園・保育園で実施。
・スクールカウンセラーの配置　　市内公立学校全16校に配置

子ども家庭支
援センター

・相談件数625件（うち虐待相談130件）の対応をした。
・子ども家庭支援センターでは、令和3年2月に、子育て応援サイトで親子のこころケアについてワンポイント情報として掲
載した。

「ワーク・ライフ・
バランスの内容を含
めて知っている」と
回答した割合

担当課
現状

（令和２
年）

指標 指標選択 状況等詳細
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事業名

子どもの学習支援事業

※評価指標にない事業

生活困窮者自立相談（初回相談件数） 令和２年４月～令和３年３月　568件

生活保護相談（相談件数） 令和２年４月～令和３年３月　181件

生活保護相談（申請件数） 令和２年４月～令和３年３月　111件

相談人数 46人

相談件数 233件

男性 7人

女性 39人

～39歳/40～59歳/60～64歳 16人/8人/2人

65～74歳/75歳～/不明 5人/11人/4人

コロナによる不安や困窮 6件

人間関係 11件

子育て 10件

介護 4件

その他 15件

※評価指標にない、
令和３年度から実施予定の事業

担当課 事業詳細

子ども政策課

　　　「子どもの学習支援事業」について
　　　「子どもの学習・生活支援事業」として次のとおり実施予定です。
        これまでは、子どもの学習支援事業として、集合型により①のみを実施。
　　　　　　①学習意欲及び学力の向上を目的とした学習支援
　　　　　　②生活習慣の形成や社会性を得るための居場所の提供
　　　　　　　（日常生活等における悩みや進路に関する相談支援）
　　　　　　③保護者に対する養育支援を集合型、訪問型により実施する予定です。
　　　　　　　この結果、児童・生徒、保護者が抱える問題の把握がより的確に行えるようになり、
　　　　　　　自殺対策に向けた関係機関との連携の充実も図られるものと考えられます。

事業・業務名 担当課 各相談件数 令和２年度実施状況

生活・就労相談窓口事業 生活福祉課

事業・業務名 担当課 相談状況 令和２年度（令和３年３月末まで）実施状況

相談者内訳

性別

年代別

相談窓口紹介チラシを見ての相談 10件
こころの健康に関する相談 健康課

把握経路

５


